sunpot 


• このたびはサンポット石ミ由床暖房機をお買いあげいただきまして、まことにありびとうごさしほした。 
•お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ストーブを家族全員で正しくご使用くだ 
さい。 

なお、この取扱説明書は、保証書•工事説明書と共に必ず保存してください。 

お客さまご自身による工事は筒埃です。据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼ください。 
(ストーブを移設させる場合ち同じです。） 

•商品には保証書を添付しております。 

保証書はよりよい製品作りやアフターヴービスの向上に役立たせていただきますので、お手 
数でずび所定事項のご記入をご確認のラえ、必ず保註書控えをお買いあげの販売店にお渡し 
<ださい。 


取扱説明書 
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UFH-647UKF 


サンボット石油巧暖房機 

(密閉式石油ストーブ） 



とヒ給が気筒を必ず 
胃口な検してください 
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I 特にま意していただをたいこと 

安全のために必ずお守りください 

この取扱説明書には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項び 
表示されています。 

表示内容をよくご S 解いただき、本文をお読みください。 


♦ここに示した事項は么警告、么注意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負う 
可能性、または义災の巧自到まび想定される内容を示しています。 

A ま意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う 
可能性や物的損害の発生び想定される内容を示しています。 

参イラスト（まんび）の横にあるマークは次のように表しています。 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


么警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

• ガソリ ンなど揮発性の高いミ由は、絶対に使 
用しないで < ださい。 

义災の原因になります。 



給排気筒(管、ホース）外れ危険 

•給排気筒(管、ホース)びかれたまま使用し 
ないでください。 

かれていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 



給排気筒トップ閉そくを険 

• 給排気筒トツプの周りび雪でふさびれたま 
まで使用しないでください。ふさがれてい 
るとさは、除雪してください。 

閉そくしていると運輯中に排ガスび室内に 
漏れて、危険です。 


0 



巧類の乾燥厳禁 

• 巧類などの乾燥には使用しないでください。 
巧類び落下して义びつを、火災の原因にな 
ります。 




スプレー宙厳禁 

■スプレー生やカセツトこんろ用ボンベなど 
を、ス I — ブの上や前に（周囲に）放置し 
ないでください。 

熱で生の圧力び上びり、爆発して危険です。 



イま溫やけどにミち意 

• 長時間皮膚の同じ場刷こ触れないでください。 
比較的イ岳い温度 （40 〜巨〇で）でを低温や 
けどや脱水症状の原因になります。 


A 
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安全のために必ずお守りください 


么警告 ( WARNING ) 


定期点検の実施 

•定期的 （2 年に1回程度）に点検-整備を 
受けてください。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故 
障や事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格ち 
のいる店に依頼してください。 


〇 



ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

•お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼< 
ださい。 

(ス I ブを移設させる場合ち同じです。） 


0 



A 注意 ( CAUTION ) 


カーテン、可燃物近接禁止 

• カーテンや燃えやすいをのを近づけないでく 
ださい。 

义災び発生するおそれびあります。可燃物 
との離隔距離については標準据付け例 （3 日 
〜40ページ）を参照してください。 

給油時消义 

• 給細ま、必ずミ肖火してか5行ってください。 
义災のおそれびあります。 


0 



〇 



異常時使用禁止 

万一異常を感じたとさは、使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼のおそれびあります。 


0 


巧 


(喚.‘ 




ク 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


胃?届ち"し)王 M 


■燃焼中ゃ消义直後は、高温部（前面ガード 
など)、排気筒(給排気筒トップ）に手など 
ふれないで < ださい。 

やけどのおそれびあります。 



指や異物を入れない 

• ガード内や空気取入□などに指や異物を入 
れないで < ださい。 

けびや义災のおそれびあります。 


0 




腰をかけたり物をのせない 

•ス I — ブの上にのつたり、腰をかけたりしな 
いで < ださい。 

ストーブの故障ややけどのおそれびあ0ます。 
■ストーブの上になびんや水を入れたをのなど 
を置かないで < ださい。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあ0ます。 


0 





やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、 
やけどのおそれびあります。 


0 



カーぺットのはがれにミち意 

■カーペットびずれたり、めくれたまま使用 
しないで < ださい。 

床パネルに直接触れると、やけどのおそれ 
びあります。 



循環液(不凍液、補巧液)の保管にま意 

•循環液(不凍液、補充液)は幼巧の手の届か 
ない所に保管してください。 

万一、飲んだ場合にはすぐに化かせて、医 
師の診断を受けてください。 


な 

A 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


分解修理の禁止 

故障、破損した5、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 





改造使用の禁止 

•改造して使用しないでください。また、ス 
I 'ーブゃ排気筒には床暖房用の熱交換器な 
どを取り付けないでください。 

义災ゃ排ガスび室内に漏れる原因となり危 
険です。 


0 



給排気筒付近の可燃物近接禁止 

• 給排気筒トツプの近 < に、巧ミ由や可燃物な 
ど弓 I 义のおそれのあるをのを置かないで< 
ださい。 

义災のおそれびあります。 


0 



/777ノ/ /1 


鋒 


特殊な場所での使用禁止 

•ストーブは居室の暖房用としてつく 5れたを 
のですので、乾燥室、温室、飼育室などでは絶 
対に使用しないでください。また、ク IJ - ニン 
グ店、美容院など化学薬品を使用する場所で 
は使用しないでください。 

化学薬品などの影響により異常燃焼や故障の 
原因になります。 


0 



マントルピース内据付け禁止 

•マントルピース内には据付けないでください。 
ス I -ーブび故障したり、义災の原因になり 
ます。 


0 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


高地を意 

標高1 OOOm じ(下でご使用ください。 

それをこえて使用する場合はお買い求めの 
販売店にご相談ください。 

そのまま使用しますと、空気不足となり、 
異常燃焼の原因になります。 



電源コードを傷めない 

•電源コードに無理な力を加えたり、物をの 
せたりしないでください。また、電源プラ 
グを抜くとさは、コードを持って引を抜か 
ないで < ださい。 

义災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差し込む 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセント 
は使用しないでください。） 

义災の原因になります。 

• めれた手での抜を差しはしないでください。 
感電の原因になります。 




長期間使用しないときは電源プラグを巧く 


•長期間使用しないとさは、電源プラグを巧 
いて < ださい。 

义災や予想しない事故の原因になります。 




電源プラグのお手入れをする 

•ときどきは電源プラグを抜き、ほこり（及 
び金属物）を除去して<ださい。 

(ほこりびたまると湿気などで絶縁不良にな 
り）义災の原因になります。 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( C AUTION ) 

油漏れ確認 

•ミ由タンク-ゴム製送ミ由管-接続部およびス 
I -ーブなどか5灯ミ由漏れびないことを確認 
の上ご使用ください。 

巧油び漏れていると火^のおそれびあります。 

ワイヤーバンド(か) 

お願い ( NCmCE ) 

好油の廃棄 

巧油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


使用ずる場所 


ストーブを安全に使用するためには、場所の選定び大切です。 

場所の還定は r 据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （3 日〜4□ぺージ参照) 

■効果的に使用するために 

• をたいか気に接する窓ざねや壁側に据付けると、冷気び暖め5れて対流しますので効果的です。 
•ス I ブの前方に障害物びあると、部屋の温度にむ5びでさる原因になります。 

巧の場所では使用しないでください。义災や予想しない事故の原因になります。 

• tK 平でない場巧、不安定な場巧 

• 不安定な物をのせた棚などの下 

• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

• 付近に燃えやすいをのびある場所 

• 階段、避難□などの付近で避難のま障となる場所 

■マントルピース内 

•温室、飼育室など人のいない場所 



ご使用前に 
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を部のなまス 

■外観図 


【正面外観図】 


ガラス 


遮熱板 


給水扉 

給水□キャップ 
水タンク 



上面ガード 


前面ガード 


反射板 
表示部 

リセットボタン 
操作部 

置台 
調節脚 
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^^る部のなまスつづき 


■表示部 


巧暖房ランプ(レッド•グリー:/) 

点な…床暖房運転中 

現在床温がほい場合はレッド 
で点なし、設定巧ミ届に近づ< 
とグリーンに変わる 


_デジタル表示部_ 

• 初期表示 -1 の点滅(運転スイツチ切の場合) 
-電源プラグをコンセントに差し込んだと走 
-停電後、再通電したとさ 
-時刻設定していないとさ 
• 時計動作コ □ ンの点滅 BfgtaffJDV 

. 時計動作中 I 二。 P 

•チ エツクモー ド表示 I - 

•何も表示しないとさ 
-停電中 
-省電力表示中 





設定室温表示部 

午前•午後ランプ(グリーン） 



室温設定ボタンで設定した室ミ豆をデ 

午前•午後の表示 



ジタル表示(自動運転時） 


時計/夕 


イマ¬ 


ミ 化!^! 

日义化 


室温 


運転入/切 


。 J 木暖房 

fe サフ。トタ 


タイマー 

図 


^午前 
■•©午後 


•1:,?!]. ?し! 


S 重力 ©1 セーフ 


手動© 


巡 


r 

000 

000 

000 

3000 
0000 
つ000 

'y 


タイマーランプ(グ u — ン） 


自動•手動ランプ(グリーン） 



運乾スイッチ 

点灯-•タイマー点火予約中 


•自動ランプ点打…自動運転中 



運転の開始及び消'火 


•手動ランプ点な…手動運転中 




サブ ヒータ ランプ(レッド) 

点打…サブヒータ運商中 


セーブ ランプ(グ u — ン）_ 

•点灯…セーブ運転中 
• 点滅…セーブ運転中に室温び設 
定室温より 2°C 上昇した 
場合（消义中ち点滅） 


運乾ランプ(レッド） 

* 点な…運転中 

•点滅…消义後再点乂したとさ 
(スIブが;ちえると 
点灯に変わる） 
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表示部 

操作部（ワンタッチポケット） 


立 R •操作部は、ワンタッチポケットを軽く押し込むと、ゆっくり開きます。 
11^1 FPI 軽く巧しもどしますと、□ックして閉まります。 

操作するときじ1かは、開じて使用してください。 



巧暖房ボタン 


巧暖房の運転及び停止 


巧温調節つまみ 

設定床温の調節 


床温調節 


低40 50 60 iU 

• I • I • I • I " 


サブ ヒータ 

の 


床暖房 


時刻合せボタン 

時刻合せ 


時刻調節 


室温設定ボタン 


• 高ボタン…設定室温を1でづつ上昇 
• ほボタン…設定室ミ品を1 °c づつ低下 
(自動運転時） 


時刻調節ボタン 

時ボタン…時設定 
分ボタン…分設定 


义力調節つまみ 

自動運転及び手動運転 


時刻合せ 
) タイ 7- 合せ 



ち C 

み 

户ィマ- 

「） 


ヴブヒータボタン 


タイマー合せボタン 

サブ ヒータに よる床 
暖房の運転及び停止 


タイマーの時刻合せ 


タイマーボタン 


セーブボタン 

タイ7—のセット 
及び解除 


セーブ運転の開始及び 
解除(自動運転時） 


ご使用前に 
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■使用前の準備 


■燃料 


■点义前の準備と確認 


• 燃料は必ずなミ由 ( J 旧1号巧ミ由)を使用して < だ 
さい。 

•変質なミ由、ミちれたなミ由、水の混じっているな 
油などは絶対に使用しないでください。 

点义、消义しにく<なったり、燃焼び悪くな 
ってすすび出たり、製品の寿命を縮めます。 

■給油 

給油はス I ブを消火してか5行ってください。 

1油タンクの送油バルブを閉める 

2 油タンクの給油□ふたを外し、 

給油する 

•ミ由量計の表示び「満」の印 L ソ上には絶対 
に入れないでください。 



〇給油□ふたを確実に閉める 
4こぼれたな油はよ<ふさとる 



•ミ由タンクは空にしないでください。 

「空」まで燃焼させるとス I ブより「ボン」 
と音びしたり、すすび発生し、故障の原因に 
な0ます。 

•給ミ由するときは、ごみなどび入5ないよう 
注意してください。 

燃焼不良の原因になります。 


1定油面器安全装置のセット 


•初めて使用するとをやシーズン初めには、 
IJ セットボタンを巧してください。 

据付けや、ス I -ーブに強い振動をあたえた 
とさ、定油面器のを全装置び作動して、ミ由を 
流しません。 

点义操作後、油タンクに巧ミ由び入っていて 
ち 『 E 03』『 E 33』『 E 0 己』 『 E 3 己』のチェツ 
クモード表示び出たとさは、 IJ セットボタ 
ンを巧して、安全装置を解除してください。 


リセットボタンを軽く巧し、 
すぐ指を離す 




• IJ セツトボタンは'燃焼中、 
むやみにさね5なし)で< 
ださい。 

•絶対に カラーを かして、 
巧さないで < ださい。 



-IJ t ッ h 
ボタン 

カラー 
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油漏れの確認 

• ゴム製送油管ゃストーブの置台に油漏れ 
びないか確認してください。 

万一、油漏れしている場合は送油バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポットま店•営業所へご連絡 
ください。 



5 給気ホース-排気管の接続の確認 

•給気ホース-排気管び正し<接続されて 
いるか5崔認してください。 

かれていると運転中に排ガスび室内に漏 
れて、大変危険です。 



準 

備 



水漏れの確認 

• 温水配管接続部か5水漏れびないか確認 
してください。 

万一、水漏れしている場合は温水バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポットま店-営業所へご連絡 
ください。 


0 



電源プラグの接続 

• 電源プラグは10 0 V の専用コンセントに 
差し込んであるか確認してください。 



4 


ストーブ周囲の確認 

• ストーブの周囲及び給が気筒トップの周 
囲に弓 I 火物や可燃物びないか確認してく 
ださい。 

火災や予想しない事故び発生するおそれ 



7 循環水の水位確認 

• ストーブ左下部の給水扉のぞさ窓か5循 
環水の水位を確認してください。 

(補給方法2日ぺージ参照） 
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使用前の準備 つづさ 


ソフトパネル4.已畳 LU 上又は金属パネ 
ル3畳 LU 上で使用の場合の結露水受皿 
内の水確認 

■ソフトパネル4.已畳じ(上又は金属パネル 
3畳 ULh を敷設する場合には、ス I ブ 
背面のドレンホースの栓をかし、結露水 
を結露水受皿に排出するようにします。 


•床暖房パネルの敷設枚数びをい場合、排 
ガス中の水蒸気び結露する場合びありま 
す。この発生した結露水をス I -ーブの背 
面にある結露水受皿にためる構造にして 
います。 

• ドレンホースか5は、結露水ととちに排 
ガスの臭いびすることびありますので、 
必ずドレンホースの先端び水の中へ入っ 
ていて、結露水受皿の中に水び2〜 3 cm 
入っていることを確認してください。 

•結露水の発生びかない場合や、室内の湿 
度び低いとをには、結露水受皿の水び蒸 
発しますので、水び底か5常に吕〜 3 cm 
入っていることを確認して、不足してい 
る場合には給水してください。 

また、結露水受皿に水び半分 ULh たまっ 
ている場合には取りかして、2〜 3 cm 程 
度残して排水してください。 




• 床暖房ノ くネルの敷設枚数びソフトノ くネル4.己 
畳未満又は金属パネル3畳未満の場合には、 
ドレンホースの栓をかす必要はありません。 
また、結露水受皿に給水する必要ちありま 
せん。 





使用方法 



時計/タィマ- 


設を室温 


[〇床暖房 J 
〔〇サフ’トタ I 


タイマ- 〇午前 
(0) 〇午を! 

r 

r 

\ 


い 

、 ‘ 

自動〇セーブ 
手動 0 t&j 


運乾入/切 




省電力表示について 

運輯スイッチび「切」でス I -ーブび停止中、ボタンを巧さない状態び2分 ULh 続くと省電力表示と 
なり、表示部の表示び全て消えます。この状態か5操作する場合は、いずれかのボタンを一度巧し 
て表示部を表おさせた後、各操作を行ってください。 


■点乂 

1油タンクの送油バルブを開く 




運転スイッチを巧して、 r 入」にする 

•運転ランプび点：打し、2〜4分予熱後着义します。 
•予熱後、対流用ファンび回り、約2.已分間予備燃焼 
を行います。 


運転入/切 



運転ランプ点灯 巧流用フアン回る 



——2〜4分予熱-►ィ約 2.5 分間予備燃焼*イ^約 2.5 分間中义力燃焼* 

(微か义力） 


運転スイッチを巧す 


着 义 


本燃焼 



•燃焼中に運輯スイッチを巧して「消义」にしたり、タイマーボタンを巧すなどして約2秒じ(上通 
電を止めますと自動消义し、約2分間のを却の後でないと再点义でをません。 


•運転スイッチを「入」にし、デジタル表示部に 『 E 1 曰』のチェックモードび表示された場合は、 
排気管の接続び不十分であったり、排気管抜け検知 U - ド線び正しく接続されていないためです。 
運転スイッチをいったん「切」にし、ス I -- ブび停止したのち点検し、確実に接続してか!5、運 
転スイッチを「入」にしてください。 
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使用方法っづき 



■乂力調節 自動運転] 


•セツトした温度になるように、火力を自動的に調節します。 




室温設定ボタンの『高』『ほ』を巧して、 
お好みの室温を設定する 

• 『高』又は『低』ボタンを巧すと1でづつ変化 
します。 

•室温の設定範囲は「12〜32」でです。 



•設定室温の数字は室温のめやすです。設置条件によっては必ずしち室温と一致しません。 


* 設定室温は一度セツトすれば記憶されますび、停電の場合には解除され自動的にに4」でにセツ 


卜されます。 


■ I 手動運転 I •セットした劾で運転を続けます。室温調節はしません。 


1 义力調節つまみを r 微ル」〜 r 大」のお好み 
の位置に合せる 

•手動ランプび点巧し、自動ランプ及び設定 
室温表示び消なします。 
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•燃焼中に炎びかたよったり、ホ义び混ったり、また上下変動することびありますび、異常ではあ 
りません。 

• 燃焼中「カチカチ」音びすることびありますび、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 











時計/タィマ- 


設定ま’温 


(~〇床暖房] 

〔〇サフ’トタ I 


パト〇午前 
(0) 〇午を 

广 

, 

■^ 0 .] 

パ 

g 動 〇セーブ 
手動0 14：) 


運時入/切 ^ 


巧温調節 1 

1 時刻調節 

[ 义力調節 1 

ほ 40 50 60 高 

時刻をせ時 巧 

〇 CD 

[自動 U 微小小 中 大 1 手動 1 

( CO ~卜 

(の ) 

サブトタ 

CD 广巧暖房) 

一'‘’。 Uj 向 3 r^g のを 





■巧暖房運転 


1 巧暖房ボタンを巧す 

•床暖房ランプび点灯します。 




r 床暖房^ 

も巧暖房1 


2 巧温調節つまみでお好みの巧温を設定する 

•床温の設定範囲は「30〜70」でです。 

•床暖房ランプは、現在床温び低い場合はレツ 
ドで点灯し、設定床温に近づくとグ IJ - ンに 
変わります。 

• 床温調節は循環水の温度を調節するちので、 

数字は床温のめやすです。床面温度を調節するちのではありません。 

•床表面温度は力一ぺットなどの種類によって、循環水の温度より10〜20で低くなります。 


低40 50 60高 


り、巧暖房 



• 床温調節は部屋の温度調節ではありません。床温を上げすざないように注意してください。 
• 凍結防止及び腐食防止のためにサンポット純正の不凍液をご使用ください。 
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使用方法っづき 



■巧暖房停止 



■床ノ くネルの枚数びをい場合、設定床温まで上び5ないことびあります。 


■自動運転の場合、室温を優先して火力を制御しますので、設定床温まで上び5ないことびあります。 
•点义-消义-床暖房運転のとを、キシミ音びすることびありますび、金属の膨張-収縮音で異常 
ではありません。 

•床暖房運転にした場合、一時的に「ゴボッ」という循環水中の蒸気び抜ける音びしますび、異常で 
はありません。 
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■消乂 

1 運転スイッチを再度巧して、 r 切」にする 

•運起ランプび消灯します。 


運転入/切 


運転入/切 




0000000 

0000000 

0000000 



〇油タンクの送油バルブを閉じる 



3 消义を確認する 

• 対流用フアンはス I ブび冷えるまでの約8分間回りつづけまず。 




•長期間留守にするとさは、必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
• 電源プラグは対流用ファンび停止してか5抜いてください。 

• 電源プラグをコンセントか5巧いて運転を停止しないでください。 

ストーブび過熱し、故障の原因になります。 

•お出かけになるとさは必ず消义してください。 

運転スイツチを「切」にしてください。 


20 

































































































使用方法つづき 


■使用上の注意 


局温部 I しま意 

• ス I ブの上面板-上面ガード-前面ガードなどは高温です。 

やけどに注意してください。 

■特にお子さまをストーブに近づけないでください。 

保護ガード(関連部材)のご使用をおすすめします。 

•上面ガードを取りかしたり、前面ガードを開いたまま使用しない 
で < ださい。 

放熱器やガラスなどの高温部に誤ってふれますとやけどをします。 
•給排気筒トップや排気管は高温です。やけどにま意してください。 



低温やけどにミ主意 

• 長時間皮膚の同じ場所に触れないでください。 

比較的低い温度 (40 で〜巨〇で)でも低温やけどや脱水症状の原因 
になります。次のようなかたびご使用になるとをは、まわりのか 
たび常に注意してあげてください。 

•乳幼巧、お子さま、お年寄り、病人や身体の不自由なかた 
• 皮膚の弱いかた * 睡眠薬などを服用されたかた 
•深酒、疲労の激しいかた 

む臓病などで身体を暖めることを医師か5止め5れているかた 



カー ぺッ ト のはがれに注意 

■力一ぺットびずれたり、めくれたまま使用しないでください。 
床パネルに直接触れると、やけどのおそれびあります。 



給排気筒トップ閉そくを険 


給排気筒トツプの周りび雪でふさびれたままで使用しないでくだ 
さい。ふさがれているとをは、除雪してください。 

開そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険です。 


0 



循環液(不凍液、補充液)の保管にミち意 

循環液(不凍液、補充液)は幼巧の手の届かない巧に保管して < だ 
さい。 

万一、飲んだ場合にはすぐに化かせて、医師の診断を受けてく 
_ださい。_ 

雷時のま意 

•雷び接近したときは、電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
激しい雷の影響でストーブび故障するおそれびあります。 



■シーズンオフのように長期間使用しないとをは電源プラグを抜いてください。 


■ガラスには水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。 
ガラスび割れ危険です。 


ス I ブ前面付近は、ふく射熱び強いので熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変形したりすることびあります。 
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時計/タィマー 


停止中でち運輯中でち合せることがでさます。 

1 タイマー合せボタンを巧しなび5、 
時ボタンを巧す 


) 時刻合せ 


バイマ-合せ 


時 


タイマー合せボタンを巧しなびら、 
分ボタンを巧す 

•分は己分きざみで動きます。 
♦タイマー時刻は一度セットすると記 
憶されますので、次か5セットする 
必要はありません。 

• 停電びあると記憶が解除されます。 

再セツトしてください。 


) 時刻合せ 
) タイト合せ 


時 


み 


時計/タィマ- 





- 



^ — 



1 J 


時計/タィマ- 


設を室’温 


巧暖房」 
〔〇サフ-トタ I 


パト〇午前 

つ • 1 n 1 

■i 1 

自動 0 

セーブ 

(0) 〇午を 

D ' t u . 

ど- 1 

手動〇 

曲 


運時入/切 ^ 


巧温調 民口 
ほ40 50 60高 

( I .出 

サブヒータ 




■時刻合せ 



(例） 

午後別き10分に合せる場合 
はじめて使用するとをや停電後、表示び 1-.'--1 になっている場合には、時刻合せを行ってください。 


停止中でを運転中でを合せることびでをます。 

1 時刻合せボタンを巧しなび!5、 

時ボタンを巧す 


時刻合せボタンを巧しなげ5、 

分ボタンを巧す 

時刻合せボタンを巧しなび5、時•分 



I 時刻合せ 


ボタンを巧しつづけると早送りにな ^タィト合 
ります。 


時計/タイマー 


〇午前 


d •• U U . 


時 


時計/タイマー 


〇午前 

苗拿後 


ご. 

! n 

J . 

い-,. 


■タイマー運転 タイマー時刻合せ 


(例） 

午前巨時30分に合せる場合 


• おめざめ前のきい朝などお好みの時刻に運転を開始します。 



前後 
/午/'午 
— 010 


_MU 

• • 

ro 


前後 
/午\午 
1010 
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ほ。方法つづき 



1 I 


時計/タイ^ 


設を室温 


^床暖房1 

[〇サフ。トタ I 


タィマ- 〇午前 
〇 〇午後 

n:?G. 

パ 

g 重(|〇 セーブ 
手動 0 [±1 


運拉入/切 ^ 


ホ温調節 


時刻調節 


化40 50 60 

C の 

サブヒータ _ 


床暖ち 


( ~ ) 時刻合せ 時 

( ~ ) タイマ-合せ 


义力調節 
I 自吗 L お小小~^ 


ブ rjw 


の 


r ( タイマ ー J I セーノ ) 


g の 


■タイマー運転 タイマー点火 


3 


〔リ 


2,1 


油タンクの送油バルブを開く 


2 運転スイッチを巧して、 r 入」にずる 

■運輯ランプび点'灯します。 

•燃焼中にセットする場合、運転スイッチを 
「入」にする必要はありません。 


運転入/切 

運転入/切 


r CZ ) 
0000000 
0000000 
0000000 



广な-^ 

〇0〇だ obo 
0000000 
0000000 



3 タイマーボタンを巧す 

• タイマーランプび点：打しまず。 

• 已秒間 デジタ )レ表示部にタイマー時刻を表 
7] T します。 


タイマー 


タイマー 

日- 


4 お好みの運乾を予約する 

• 自動/手動運輯-セーブ運輯-床暖房運転-サブヒータ運起の予約びでさます。 

• 自動/手動運起-セーブ運起-床暖房運起はタイマーセットをしてを解除されません。 

■タイマーセットの解除 

1 運転スイッチを再度巧して、 r 切」にする 

■タイマー時刻前に点义する場合は、再度夕 
イマーボタンを巧しまず。 

■時刻合せをしていないとタイマー運転はでさません。先に時刻合せを行ってください。 （22 ぺ一 
ジ参照） 

• タイマー点火をする場合は、周囲に可燃物びあったり、その他危険な状態のないことを確認して 
ください。 

• おでかけのとさはタイマー点火をしないでください。予想しない事故び発生するおそれびあります。 


運転入/切 



f 〇 
0000000 

0000000 

0000000 


( タイマー) 
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■セーブ運転 "に， ■ 

•晚孤腰 I 、時期の場合など、設定蓄品より蓄思)化がりすざるときにご使用くださし、。燃が消乂をくりかえし、蓄品を調節します。 


义力調節つまみを r 自動」の位置に合せる 

•自動ランプび点：打します。 


义力調節 


設を室温 


む' 

、 ノ 

白重み/- 

手動〇 


セーブボタンを押す r 

• セーブランプび点巧します。 广 ~~ セ-ブ 

•室温び設定室温より約 2° C 上昇したとさは、 し ') (33 

セーブランプび点滅となり、この状態び吕 

分間続くと消火になります。 -- 

• 再点义は室温び設定室温に下がったとを、セーブランプび点滅か5点巧に変わり、点火になり 
ます。 

•セーブ運転は燃焼-消义をくりかえしますので室温の変動び大をくなります。 


使 

用 

方 

法 


■セーブ運転の解除 


1 セーブボタンを再度巧す 

•セーブランプび消巧します。 

セーブ運転は手動運乾にしまずと自動的 
に解除されまず。 




•セーブ運転を連続して使用しますと、ガラスにすすび付くことびあります。とをどをセーブ運輯 
を解除し、火力を中〜大で1〜2時間燃焼させて<ださい。 
















使用方法っづき 



■サブヒータ運転 •サブヒータ運転は内蔵した電気ヒータで巧暖房をします。 


ス I ブ同時運乾•床暖房びストーブの火力だけでは暖まりにくい場合に使用します。 

I 巧暖房ボタンを巧す 

•床暖房ランプび点：打します。 



2 サブヒータボタンを巧す 

•サブヒータランプび点巧します。 A ^ 

•サブヒータ運転は運輯スイッチを r 切」に ^ |〇 サフ'.トタ 

したとをやタイマーセツトをしたときに解 
除されまず。 


■サブヒータ運転の解除 



■ス I ブ単独運転中はサブヒータ運転を受付けません。 

巧暖房運転にしてか5サブヒータボタンを巧してください。 
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単独運乾 •ストーブを運転しなし巧床暖房をする場合に使用します。 



■サブヒータ運転の解除 

1 サブヒータボタンを再度巧す 

•サブヒータランプび消巧します。 
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まを装置 

•異常が生じたとさ、自動的に消义する装置です。 


•を全装置び作動した場合、運転スイッチを r 切」にし、ストーブび冷えてか！5下記の処 
置をしてください。 


安全装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

巧 震 自動消义装置 

• ± t » (震度己程度じ Lb) のとさ 
• 強け辰動や衝羣を受けたとを 

j 

c n J 

-し，し 

ス 1 -ーブの周囲や給気管-排気管の外れや 
ゆるみ、ミ由漏れなどの異常びないことを確 
認し再点火操作してください。 

停電安全装置 
■停電したとさ 
•電源プラグび抜けたとを 

i 

( 

r n n 

_ し，し, 

通電後、再点火操作してください。 

温風過熱防止装置 
•対流ガードにほこりびたま 
つたり、対流ガードびカー 
テンなどでおおわれたとを 

こ n n 

し U 1 

対流ガードの掃除や障害物などの原因を取 
り除いてか 5 再点义操作してください。 

点义安全装置 

• 点义不良 

C n j 

しし,-, 

广 11 

C D D 

次のことを確認し、再点义操作してください。 

• 油タンクの送油ノ (ルブが閉じられていないか。 

• ゴム製送ミ由管に空気だまりびないか。 

(42 ぺージ参照） 

• 定ミ由面器の安全装置び作動していないか。 
(13 ぺージ参照） 

• 再びチェックモードび表示される場合に 
は、お買い求めの販売店又は最寄りのサ 
ンポットま店-営業所へご連絡ください。 

燃焼制御装置 
•途中で义び消えたとを 

C n c 

し U J 
广つ广 

C D D 

温水過熱防止装置 
• 温水回路び閉止されたとを 

IE IS 
f '? S 

温水バ j レブが開いているか、温水配管びつぶれ 
ていないか確認し、再点义操作してください。 


■ その他の装置 


装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

排気管巧け検知装置 

•排気管接続部のかれ 
•排気管抜け検知 IJ - ド線び 
がれたり断線したとさ 

C 、こ、 

し , J 

排気管や排気管抜け検知 IJ ー ド線を点検 
し、確実に接続してか5再点义操作して 
<ださい。 

循環水検知装置 
•循環水び不足したとを 

こ ，つし, 

し U 1 

補給後、再点义操作してください。 


27 



給気 ホース 

• 給気ホース-排気管の接続箇所び A 


h 

排気管 

外れていないか点検します。 ^ 

が 

?に 

版， 

給気ホースび排気管にあたってい づ 

ないか点検します。 

巧 

- 


給排気筒トツプ 


>室外の給排気筒トツプび鳥の巣や 
ビニール 袋などでふさびれていな 
いか点検します。 




が 


C.G 


置 


使 


用 


ご 


と 


油漏れ•油のたまり 
油のにじみ 


>ゴム製送ミ由管や置台にミ由漏れ、ミ由 
のたまり、ミ由のにじみびないか点 
検します。 



周囲の可燃物•引义物 

• ス1-ーブの上や周囲-給排気筒卜 

つ1 

!— け i 


ップの周囲に可燃物、引义物びな ! 


1心。ぶ1 


いか点検します。 


ザろ 


固 


排ガスの漏れ 


給排気筒トツプ 


>排ガスのにおいや、目びチカチカ 
しないか点検します。排ガスび漏 
れていますと危険です。 

► 給排気筒トップび雪や氷でふさび 
れていないか点検します。ふさび 
れていると異常燃焼することびあ 
り危険です。 



X)| 


邸 

© 


貫 


■日常の点が手入れ 

■点検-手入れのときのミ主意 

• 必ず運転スイツチを r 切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブびをえた:!犬態で行 
つて < ださい。 

■点 検-手入れの必要項目、時期、方法 _ 


シ—スンはじめ 


点検•その他 
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I 日常の点巧•手入れ つづさ 


時期点検-手入れ項目 方 法 


ミオ流ガード • ストーブ背面の対流ガードに付い 

たほこりを掃除機などで取り除き 
ます。 



週 


結露水 

ソフトパネル4.已畳 
心ソ上、金属パネル3 
畳 LU 上の使用でドレ 
ンホースの 栓をかし 
ている場合のみ 


•ス I ブ背面にある結露水受皿内の水を点検します。 

-水び少ない場合には、取りかして水を入れてください。 

-水びをし觸合口ま、取りかして正常水位まで排水してください。 



循環水 •循環水の水位を確認し、下限じ(下の場合、次のように補給します。 


に 


回 


1U 


1 給水扉を開く 

2 給水□キャップを外す 

3 給水パイプを引を出す 

；給水パイプを手でおさえ 
ながら 、温水暖房用補充 
液を「上限」まで補給する 


給水パイプ 



上 


• 循環水の水位び「下限」 L ソ下まで低下しますと、デジタル表示部 
に 『 E 04』 のチェックモードび表示されます。 

• ソフトパネル使用の場合、使用部材びを定するまで水位び下び 
りますので、ときどき補給してください。 



■使用しているとを、水位びいちじるしく低下する場合は、温 
水配管部の漏れを確認してください。 


• 循環水は「上限」 m 上補給しないでください。使用中に循環水 
びあふれることびあります。 

■不凍液での補給はしないでください。濃度びあびり故障の原 
因になります。 
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点検•その他 
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■ 定期点巧 

サンポツト密閉式石ミ由ス I -ーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化する部品び 
ありますので、修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-34 日日- 2928) で行う技術管理 
講習会修了者(石ミ由機器技術管理±)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 


吕シーズン毎に1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりのをいところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検び必要となりますのでお買い求めになった販売店にご相談ください。 



定期点検は専門の技術ちび、設置状態、給排気まわりの点検-安全装置及び運転動作の点検-確認、 
使用時間により消耗劣化しやすし)部品の点検等を行います。 

安全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するちのですか5必ず受けてください。 


お申し込み先 


お客さま一お買い求めになった販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用についてはお買しげめの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にご相談ください。 
定期点検の結果、部品交換及び修理等び必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相談 
申しあげます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置状態、給が気まわりの 
点検.確認 

•製品の設置•使用状態 ■送油経路部のミ由漏れ（ゴム製送;'由管含む） 
•給排気筒接続とつまり •温水経路部の水漏れ 

•給排気筒トップのつまり 

安を装置及び運転動作の点 
検.確認 

•安全装置の働を •運転動作の点検 

■操作部品や動く部品の働を 

環境-使用時間により务化 
しやずい部品の点検-交換 

■点义ヒータなどの点検 

■給排気部品.排気管接続用 ou ングなどの点検 

•バーナ-燃焼 U ング-赤熱筒などの点検 

■各種送風機、循環ポンプの点検 各種パツキンの点検 

• ガラスの点検（劣化の状態により交換の場合をあります。） 

製品の清掃-整備 

• 本体内 対流ガード•ファン ミ由タンクの水抜を 

循環水の点検.交換 

• 循環水は温水暖房用補充液を補給した場合、6〜7年を目安に入れ 
曽えてください。水道水を補給した場合、2〜3年を目をに入れ曽 
えて < ださい。 

• 凍結防止及び腐食防止のためにサンポツト純正の不凍液をご使用く 
ださい。 
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脚垣•異常の見分け方と処置方法 

巧のよラな場合は故障ではありません。 


現 象 

原 因 

ネリめて使用ずるとさやシーズン 
始めに、煙やにおいび出る 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

異常ではありません。 

「ピチピチ」や「カンカン」と 
いラ音びずる 

本体内部の加熱-冷却時に出る金属の膨張-収縮音です。 
異常ではありません。 

点义時に r ポン」という音びずる 

着义音で、異常ではありません。 

青炎の中に赤义び混じる 

異常ではありません。 

炎の一部び揺らぐ 

異常ではありません。 

巧暖房の温調に合せて「ピチピ 
チ」や「カンカン」という音び 
繰り返しずる 

床暖房用熱交換器に高温のがガスび流れたり止まったりする 
ために出る金属の膨張-収縮音です。 

異常ではありません。 

「カチカチ」という音びずる 

電磁ポンプの運輯音で、異常ではありません。 

ガラスび白<なる 

巧油中の成分びガラスに付着するためです。 
異常ではありません。 


点検•その他 


点义時•消义時 


燃焼時 


その他 
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I 巧障•異甫の見分け方と処置方法っづき 


異常が生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現象 

原因 \ 


点 

乂 

し 

な 

い 

炎 

が 

立 

上 

が 

る 

デジタル表示部に表示された 
チェックモード 

処置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

L - G [! 

E 0 3 
E 0 5 
E 3 3 
り S 

Mi 


国 



■ 

m 

電源プラグびコンセ 
ントか5巧けている 

• 

1 


■ 

■ 




■ 

■ 

電源プラグをコンセン 
卜に確実に差し込む 

14 


1 

口 


■ 

□ 




■ 

■ 


13 



1 


□ 

■ 




■ 

■ 


27 

油タンクの送油バル 
ブが閉じている 


口 


■ 

□ 




■ 

■ 


27 

定油面器のま全装置 
び作動している 


口 


■ 

□ 







13 



1 


■ 

■ 


□ 


■ 

■ 


27 

29 

対流ガードがカーテ 
ンでふさがつている 


1 


■ 

■ 


□ 


■ 

■ 

力ーテンを取り除く 

27 

給が気筒トップの巧 
端がふさがれている 


1 









mmm トップ先端の 
しゃ開物を取り除く 

28 



1 


■ 

■ 

□ 

■ 

■ 



器具周囲、油漏れ、 
給排気筒を点検する 

27 



1 



■ 

■ 

■ 

□ 
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1 



■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

■ 


27 

循環水び不足している 


1 


■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

補給する 

29 


じ(上の方法で点検し、処置してをなお5ないときは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのサ 
ンポットま店-営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのとをには故障内容をでさるだけ詳しく、また表示部に表示されるチェックモードを 
ご連絡ください。 
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I - 1 I 1 

_ I I 


チェックモード表示部 


チェックモードに下記のよラな表示び出たときは、お買い求めの販売店又は最畜りのサン 
ポットま店-営業所へご連絡ください。 



このような現象のときは使用を中止し、 

油タンクの送油バルブを閉じて販売店にご連絡ください 

•使用される場所や条件又は長期間の使用により、下記のよラな現象び見5れる場合には使用を中止し 
て、必ずお買い求めの販売店に修理依頼、又は最寄りのサンポットま店-営業所へご相談ください。 



点か燃烧•消义ずるときに「ボーン J という大きな音びした 置台に油び漏れている 

•ス1ブび損傷したり、パッキンび飛散し ■送ミ由配管よりミ由び漏れています。 

ているおそれびあります。 
















■部品交換のしかた 


• 経年により消耗、劣化しやすい部品びあります。 

■異常かなと思われました5、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理は危険です。 

* 修理資格ち〔(財)日本石ミ由燃焼機器保ず協会で行う技術管理講習会修了者(石ミ由機器技術管理±)など〕 
び修理いたします。 


■消耗、劣化しやずい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換び 
必要な部品 

点火ヒータ•排気管接続用 0 U ングリに B 24014種 D P 已 0) 

燃焼 U ング-赤熱筒-各種パッキン-循環ポンプの軸受け-ガラス 

環境により务化しやず 
い部品 

給排気筒系部品.制御基板.燃焼用送風機.対流用送風機 
ゴム製送ミ由管 

不良巧油を使用されて 
努化しやずい部品 

電磁ポンプ-定ミ由面器 
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f 呆管(長期聞使用しない場合） 

• 長期間使用しないとき（シーズン終了時）は、次の要領でお手入れしてください。 


1 電源プラグをコンセントか5巧く 

• めれた手で触5ないでください。 
感電のおそれびあります。 



2 ストーブ外装、巧流ガード、反射板の掃除をする 

に日、30ぺージ参照） 


〇油タンクの送油バルブ•温水バルブを閉じる 


4 ストーブは据付けたまま保管する 

•どうしても取りかして保管するとさは、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 
•次シーズンに据付けるとをには、必ずお買い求めになった販売店に依頼してください。 




型式の 呼び 

UFH -647 UKF 

種 類 

ポット式、強制給排気形、強制巧流形 

点 义ち式 

電気点火 

使用 燃料 

灯油 ( J 旧1号なミ由） 

燃 焼 状 態 

最大 

最ル 

燃料 消費量 

7.2 吕 kW (0.702 L / h ) 

床溫調 「 ON 」 時 2.98 kW (0.29 L / h ) 

お豆調 「 OFF 」 時2.04 kW (0.198 L / h ) 

発 執 量 

巧暖房•ストーブ同時運お 
(温調 ON 時） 

26,000 kJ/h 

10,740 kJ/h 

科 効率 

巧暖房•ストーブ同時運転 
(温調 ON 時） 

87.9% 

81.8% 

暖房 出力 

巧暖房•ストーブ同時運お 
(温調 ON 時） 

6.3 己 kW 

(循環水量1日 8 L / h ) 

2.44 kW 

(循環水量 108 L / h ) 

最大巧暖 
房出力 

巧暖房•ストーブ同時運輯 

^ .63 kW (循環水量1 08 L / h ) 

サブヒータ単独運車5 

0.43 kW (循環水量1 08 L / h ) 

本体 水 容量 

1.7 L 

床暖房用熱交換器の最高使用圧力 

大気開放 

が お 寸法 

高さ已 90 mm 幅7已 0 mm 奥行391 mm (置台を含む） 

質 量 

32 k 呂 

温度 ヒューズ 

13目 。 C 

電流 ヒューズ 

筒型2日 mm 己 A 1 個、筒型2日 mm 1日 A 1 個 

電源電圧及び周波数 

100 V 已 0/60 HZ 

定格消 
費電力 

巧暖房•ストーブ同時運輯 

最大(点义初期に短時間発生）已20/巨 20 W 
点义時33已 /340 W 燃焼時已 9/70\ A / 

サブヒータ単独運車5 

510/511 W 

待機時消費電力 

日.己/日.己 W 

給排気筒の型式の呼び 

FWT -7 M - 己 

給排気筒の呼び径 

D 49 

給排気筒の壁貫通部の孔径 

83〜 96 mm 

排 気温 度 

26 CrCLU 下 

床バネルの接続面積 

最大燃焼時1〜18.己 m 2( 1/4〜11畳)、最ル燃焼時1〜狂已がり/4〜已畳） 

温水配管接続 □ 

外径 8 mm タケノコ 

をを 装置 

巧震自動ミ肖义装置、停電まを装置、温水過！防止装置、点义まを装置、燃焼制御装置、温風過熱防止装置 

その他の 装置 

排気管巧け検知装置、循環水検巧装置 

附属 品 

置台 ( 1)、壁固定金具恒)、上面ガード ( 1)、ワイヤー;(ンドルに)、ワイヤーバン 
ド大 ( 1 ) 、給が気筒 ( 1)、排気管断熱カバー ( 1)、遮熱板 ( 1)、ストッノ v ’一 u ング 
( 1)、ツインチユーブ ( 1)、ワンタッチクランプ(4)、 4 x 2 已タッピンねじ(己)、取 
扱説明書 (1 )、工事説明書 (1 )、な罰書 (1) 、別冊取扱説明書 (1) 、所有ち票 (1) 
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I アフタ-ヴ-ビス 

B 保証について 

•保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、 
販売店か5お受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
て < ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰か51年間です。 


■修理を依頼ずるとをについて 

「故障.異常の見分け方と処置ち法」に従って点検してください。処置してちなお5ないとき 
は、使用を中止し、必ず電源プラグを巧いてか5、お買いホめの販売店又は最畜りのサン 
ポットち店-営業所へご連絡ください。 

修理に際しまし " C は、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って販売店び修理いたします。 


乙 




チェックモード表示 
型名 


• 保証期間び過ざているときは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用でさる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

•修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所へお 
問い合せください。 

■補修用性能部品について 


ご連絡していたださたい内容 

ご住所 


おなまえ 


電話番号 


製品名 

密閉 式石油ストーブ 

型 名 

UFH - 巨 47 UKF 

お買い上げ曰 

年月日 

故障又は 
異常の内容 

できるだけ詳しく （表示部のチェック 
モード数字など）お知5せください。 

訪問ご希望曰 




点検•その他 


• 密閉式石ミ由ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年です。 
• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 
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g 据付け•巧設 

■据付け-移設工事は販売店に依頼する 

据付けや移設工事は販売店又は据付業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


■据付け場所の選定及び標準据付け例 

据付けについては、义災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準びあります。 
工事説明書の r ま全のために必ずお守りください」をお読みになり販売店又は据付業者とよく 
ご相談してください。また、 r 標準据付け例」については、下図を参照してください。 


【ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離】 

■ストーブち側面と壁面は保守点検のため SOcmULh 離してください。 

• A 寸法を1〇〜 30 cm まで近づける場合は、前面ガードに附属の遮熱板を 
取り付けてください。 



• 上図では可燃物までの離隔距離をおしていますび、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場 
合を上図離隔距離としてください。 





【給排気筒トップから周囲の可燃物までの離隔距離】 



• 給排気筒トップは上方及び両側に気流を旧 
止する障害物びないこと。 

ま（が巨 OcmlU 上の寸法は、不燃材を •雪のをい地方では、最高積雪面より已 Ocm 

使用する場合は 30 cnU ソ上とずる。 L ソ上離れる場抓こ、給排気筒を取り付けて 

ください。 

•不燃物の場合でを性能維持のため、上図離 
隔距離としてください（※部は除く）。 


■給排気筒を延長する場合のミ主意 

給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 巧びりな下で取り付けられる場所を選定してください。 


巧巧巧 

^///////////y 


'//////- 於////八 



45 cm しソ上 L 化 cm しソ上 


////違////// 


:1 


ン\\\がが 


点検•その他 
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■謝け•巧設っづき 

■積雪地区におけるミ主意 

積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取付場所を選定してくだ 
さい。また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすこと 
びあります。 

■据付け後の確認 

据付けび終わりましたら、ちう一度、工事説明書の r ま全のために必ずお守りください」をお 
読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付け5れているかどうかを確認してくだ 
さい。 

•給排気筒を延長設置している場合、延長長さは 3 m じ(下、曲びりは3箇所じ(下としてください。 
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時お/タイマー_巧を至里 


〔〇巧度ち I 

か 7. 卜;] 


為 I つ.'パ’. II パ 


を《 1 〇地 


[ 巧盈調節 ] 


時刻調節 


時 分 

CD CD 


义力調節 

〔自 》 u か J 、 小中 


i | i 童咬]ぶ] 


■試運転 


，1 


試運転は、販売店又は据付業をとご一緒におず行ってください。 

運乾 


屋乾準備 


油タンクに給油する 

(1 3ぺージ参照） 



電源プラグをコンセントに差し込む 



定油面器のリセットボタンを巧す 

(1 3ぺージ参照） 

• ゴム製送油管内に空気びたまっているこ 
とびありますので、ゴム製送油管を振つ 
て空気を巧いてください。 


運乾スイッチを巧して、「入」にする 

•運輯ランプび点巧します。 

• 吕〜4分予熱後、着火します。 

予熱後対流用ファンび回り、約2.己分間 
予備燃焼を行います。 

巧暖房ボタンを巧ず 

• 床暖房ランプび点なします。 

• 数十分後に温水配管び温まります。 


消义 


運転スイッチを再度巧して、「切」にする 

■運起ランプび消灯します。 

• 対流用ファンはス I ブび;ちえるまでの 
約8分間回りつづけます。 



確認 

• 油タンクや送油管 • ゴム製送油管か5油漏れびな 
いか。 

•置台の上などに油びこぼれていないか。 

• 温水配管か5水漏れびないか。 

• 温水配管のノ（ルブび開いているか。 


正常運乾の目安 

■正常運輯の目まとして34ページのよラな現 
象がないことを確認します。 



>ス1-ーブより煙やにおいび出ることびあり 
ますび、燃焼室の塗装やパッキン類び焼け 
るためで異常ではありません。最大燃焼で 
数十分運転すると消えますので、部屋の換 
気をしなが5試運転してください。 


点検.その他 
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困サ ll ポ! jK が巧:をれ 


お客様相談窓 □ 〔受付時間：平日午前 9 時か！ 5 午後已時まで〕 
SO 198-37- 1177 FAX. 日 1 船 37-1 192 


札幌支店 

〒〇目日-日 042 

札幌市東区本町 2 菜 1 曰 T 目 1 番 2 日号 

5501 1-785-1211 

FAX.011-782-8262 

訓路営業所 

干 08 日-日 0 巳 1 

訓路市光陽町 8 蚕 1 号 

00154-22-5821 

FAX.0154-32-2289 

帯広営業所 

干 08 日-日目 01 

帯広市東 1 菜南 25T 目 12 番地 

S 日 1 巳日ぶ- 133 己 

FAX.0155-28-2266 

旭川営業所 

干 078-8237 

巧 JII 市豊岡 7 条日 T 目日ま 1 日号 

00166-34-8636 

FAX.0166-39-21 57 

函館営業所 

干 041- 日 8 己] 

函館市本通 4T 目 17 蚕 2 已号 

00138-53-2583 

FAX.0138-33-2 180 

仙台営業所 

〒日 83 •日 034 

仙台市宮城野区覇町 4T 目 2 蚕 40 号 

巧日 22-236-3444 

FAX.022-238-9416 

郡山営業所 

〒日日 3-8041 

郡山市冨田町字音路 1 番地 1 日 9 

巧日 24-9 日 2 •日 288 

FAX.024-962-9266 

青森営業所 

干 030 -日 131 

青森市問屋町 2T 目] 8 ま 18 号 

巧日 17-738-41 41 

FAX.017-738-5354 

秋田営業所 

干 01 日-日 914 

秋田市保戸野千代田町 1 曰番 17 号 

SO 18-824-3421 

FAX.018-824-3423 

岩手営業所 

干 02 日-日 301 

巧巻市北湯□第 2 地割 1 番地 26 

SO 198-37- 1138 

FAX.0198-37- 1188 

首都圏営業所 

干 3 日 2 -日 001 

新座市東北 2T 目 24 蚕 3 号 

55048-471-8420 

FAX. 日 48-47 日- 1141 

信越営業所 

干 381 -日 03] 

長野市大字西尾張部 1114 番地己 

55026-252-6161 

FAX.026-252-6162 

化関東営業所 

干 321 -日 942 

宇都宮市峰 2T 目日番 9 号 

巧日 28 -日 3 日 77 已已 

FAX.028-6 日 1-22 巳巳 

大阪営業所 

〒日日 4 -日〇巳 3 

吹 田市江の木町 18-27 

5506-6337-3211 

FAX.06-6337-3212 

富山営業所 

〒日 39-82 に 

冨山市掛尾町 479 番地 4 

巧日 7 目- 420-2 日 77 

FAX.076-420-2238 


サンボットエンジニアリング株式会社 

サービス部 〒〇目 5 -日 042 札幌市東 区 本町 2 条1 0 T 目1番 2 已号 巧 日 1 1-78 日 -1201 FAX.011-780-2338 
仙台サ-ビスセンタ- 〒日 83 -日 034 仙台市宮城野区覇町 4 T 目2番40号 巧 日 22-232-147 日 FAX.022-238-9843 

サンポットホームぺージ http :// www . sunpotcoJp / 

事業所名*住所*電話番号は変更することがあります。あらかじめ了承願います。 



た了な苗み爾測肅巧哲毀盘嚇 


再生紙使用 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月曰、ご購入店名を記入されると便利です。 


32400030400 

9717 






